
参考資料

１．元寇について

元寇は文永 11（1274）年（文永の役）と弘安４（1281）年（弘安の役）

の２回にわたって元（モンゴル帝国）が日本に襲来した事件です。朝鮮半島や

中国大陸を出発した元軍は対馬・壱岐、また西北九州を経由して博多に進軍し

ており、対馬・壱岐や平戸、松浦半島および周辺の島々、博多周辺は大きな被

害を受けました。元寇に関する遺跡としては、文永の役後に博多湾沿岸に築か

れた「元寇防塁」や、弘安の役の際に暴風雨により沈没した元軍船が見つかっ

た松浦市の「鷹島神崎遺跡」などがよく知られています。

２．弘安の役瀬戸浦古戦場・少弐資時の墓について

弘安の役瀬戸浦古戦場は、壱岐市芦辺町箱崎大左右触に所在する遺跡で、一

部は県の史跡に指定されています。

弘安の役の際には六月二十九日から七月二日に、瀬戸浦を中心とする海上一

帯で元軍と日本軍の戦闘が行われました。江戸時代末期に編纂された『壱岐名

勝図誌』にも、『歴代鎮西要略』を引用して、七月二日に松浦党や彼杵氏、龍造

寺氏などの兵が瀬戸浦で元軍と戦ったことが記されています。

この戦いで日本軍は元軍に大きな損害を与えますが、日本側にも損害があり、

中でも奮戦の末 19 歳の若さで戦死した少弐資時は有名です。弘安の役瀬戸浦

古戦場の遺跡範囲から大左右川河口を挟んで対岸にある少弐公園にはこの少弐

資時のものと伝わる石積墓があります。また近隣には少弐の千人塚があり、一

帯が激しい戦いの地となったことがうかがわれます。

３．壱岐高校東アジア歴史・中国語コースによる歴史探究の歩み

長崎県埋蔵文化財センターでは平成１５年度にコースが開設されて以来、授

業支援を行っています。以前は考古学の概説的な講義や原の辻遺跡発掘体験等

の実習を行ってきましたが、平成２９年度から奈良大学主催の全国高校生歴史

フォーラムに研究論文を応募するための研究支援という形態に改めました。研

究に取り組む中で歴史の面白さを実感してもらうと同時に、１つの研究にチー

ムで取り組み、生徒一人ひとりの得手不得手を補い合いながら研究の一連の流

れを経験することで、今後何かを探究したいと思った際にどのように取り組め

ばいいのか考える素地を培うことを目標に支援しています。令和元年度からは

一定の授業時間を確保してセンターと共に発掘調査を実施しており、令和２・

３年度はその成果を基に研究を行いました。令和５年度は勝本城跡の門の大き

さに対する疑問から、西北九州の同時期の城館との比較や、勝本城に関する記

録を調べ、その理由を探る研究を行いました。



【資料１】文久元（1861）年 後藤正恒著 吉野靹千代画『壹岐名勝図誌』巻之二十五

（見開き右側ページが現在の壱岐神社・少弐公園一帯）



【資料２】瀬戸浦周辺元寇関連遺跡及び伝承地（長崎県学芸文化課「長崎県遺跡地図」に加筆）

弘安の役瀬戸浦古戦場

少弐資時の墓
船匿城（伝承地）

少弐の千人塚


